
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ こたえ 名前

力学の複合 ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「力学の複合」

1 動滑車 基本

重さ80gの荷物を、動滑車(どうかっしゃ)にかけた糸で引き上げます。動滑車は2本の糸で荷物をさ

さえます。(動滑車の重さとまさつは考えません。)

(1) 1本の糸にかかる力は 80÷2＝ 40  g です。手で引く力も 40  g です。

(2) 荷物を10cm引き上げるには、糸を 10× 2 ＝ 20  cm 引きます。

(3) 「力×引く長さ」を比べます。手: 40×20＝ 800 、荷物: 80×10＝ 800 。同じになりま

す。

ヒント 力は半分になっても、引く長さは2倍になるので、「力×長さ」は変わりません。

2 輪軸 標準

大輪の半径40cm、じくの半径20cmの輪軸(りんじく)があります。大輪とじくは、いっしょに回りま

す。

(4) じくにまいた糸に40gをつるすと、じくまわりの大きさは 40× 20 ＝ 800  です。

(5) つり合うように、大輪にまいた糸(じくとは反対向き)には、何gをつるせばよいですか。

ヒント てこと同じ。力×半径が、左右で等しくなります。

□ × 40 = 800　800 ÷ 40 = 20　答え 20 g

(6) じくの糸に、動滑車(重さ80gの荷物をつるす。糸の他方は天井)を使うと、じくの糸にかかる

力は何gですか。また、大輪には何gをつるせばつり合いますか。

ヒント 動滑車で、力は半分になります。

80 ÷ 2 = 40(じくの糸の力)　40 × 20 = 800、□ × 40 = 800、□ = 20　答え じくの糸 40 g、

大輪 20 g
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